
Aタイプ

Aタイプ

①を広げて表どうし、裏どうし
を中表に合わせて脇を明き止まり
まで縫う（厚手の布は明き止まり
を0.5cm下げる）

       

脇の縫代を割り、口金通し口の
周りを縫う

       

③を広げて表どうし、裏どうしを
中表に合わせて脇・底を縫う
（裏地の底に返し口をあけておく）

       

Bタイプ

Aタイプ

 
Aタイプ　

 
（縫代は1cm）　

AタイプAタイプ

Aタイプ

Bタイプ

ステッチ

上

下

　口布の両脇を出来上がりで折り
　縫い折山で折る

本体表に口布を仮止めする
（2組）

本体の表と裏を中表に合わせ
口を縫う（2組）

　　口金を通し、反対側にピンを差し込む
　　※ピンの上下を間違わないように向きに気を付ける

ステッチ

口布

返し口

返し口

返し口

返し口

裏地
裏地

口布本体表
本体表

裏地

No.
縫代の付け方作品見本

※接着芯を使用する場合は表地と同じ大きさに裁断

   してから表地の裏にアイロンで貼ります

　Aタイプ　① 口を縫う
 本体の表と裏を中表に合わせて
 口を縫う（2組）　

　② 脇を縫う 　③ 口金通し口を縫う 　④ 底を縫う
 表と裏の底をそれぞれ縫う（裏地
 の底に返し口をあけておく）　

　⑤ マチを縫う
 マチを広げて縫う（4ヶ所）　

　⑥ 表に返す
 返し口から表に返し、口を整えて
 返し口を出来上がりに折り縫う　

　⑦ ステッチをし、口金
       を通す

 ⑦-1 口金通し位置にステッチを
　　　する

 ⑦-2 口金を通し反対側にピンを差し込みペンチ等でピン先を曲げる

 
（縫代は1cm）　

　Bタイプ　① 口布を作る　② 口布を仮止めする 　③ 口を縫う 　④ 脇・底を縫う

　⑤ マチを縫う
 マチを広げて縫う（4ヶ所）　

　⑥ 表に返す
 返し口から表に返し、口を整えて
 返し口を出来上がりに折り縫う　

　⑦ 口金を通す

3406 　バネぐちポーチ

Aタイプにはピン付きのバネ・Bタイプにはピンなしのバネを使用して

居りますが、どちらでもお作りいただけます

　　表側
　　

　　折山
　　

　　明き止まり
　　

　　明き止まり
　　

　　返し口
　　

　　返し口
　　

鎌倉スワニーのオンラインショップ・店舗にてお買い物された方へ、寸法図をプレゼントしています。

http://www.swany.jp/shopbrand/018/X/

